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今後は、復旦大学の日本語教育が上海地域の日本語教育に占める位置についてより明らかにする
ために在上海の大学やその他の高等教育機関の日本語科との比較を行なう必要がある。また、復旦
大学での英語教育の現状が日本語学科とどのように異なっているのか、同じような問題点を共有し
ているのかについて調査してみることで、中国の大学における外国語教育への取組みの中での日本
語教育の現状と課題についてもさらに考察を深めていきたい。
付記 本研究は学術フロンティア研究プロジェクト１「アジアの環境・文化と情報に関する総合研
究」の下で行われた調査研究の一部である。
謝辞 本稿を作成するに当たり、復旦大日本語教員である周昭考先生、 志春先生、彭應中先生
には資料の提供及び長時間の聞き取り調査に御協力いただいた。お忙しい中快く時間を割いてくだ
さった先生方に改めて感謝の意を表したい。
【注】
1）文献11『上海情報ハンドブック2001－2002版』のデータによる。
2）中国教育部直轄の北京大学、清華大学、中国科学技術大学、南京大学、復旦大学、上海交通大学、西安交通大学、
ハルピン工業大学、浙江大学の9大学を指す。
3）2名の女子大生にインタビュー。1名はNHK上海支局にて新聞の整理や翻訳（日本語から中国語）、もう1名は日系
コンサルティング会社でタイプ入力、資料整理、翻訳（中国語から日本語）の仕事を経験した。両名とも日本語
能力試験1級には合格できるレベルである。
4）重点9大学を世界水準の高等教育機関に育成する計画（江沢民主席の「世界一流大学作り」提案）により、復旦大
には3年間（1999～2001年）に12億元（180億円）の予算がついた。
5）注1）に同じ
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